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（継続開示 2）先端医療機器輸入販売事業について 

 

 当社は、本日開催の取締役会において平成 25 年 8 月 26 日付「ライツ・オファリング（ノンコミット

メント型／上場型新株予約権の無償割当て）に関するお知らせ」において公表いたしました先端医療機

器輸入販売事業を開始することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１. これまでの経緯 

 当社グループは、当社連結子会社である株式会社メディエートのホルムアルデヒド低温ガス滅菌器を

戦略商品とした医療機器製造販売事業を行っておりますが、平成 25 年 8 月 26 日付「ライツ・オファリ

ング（ノンコミットメント型／上場型新株予約権の無償割当て）に関するお知らせ」及び平成 25 年 9 月

30 日付「（継続開示）先端医療機器の治験納入のお知らせ」にて公表のとおり、医療機器関連事業の拡大

に向けて先端医療機器の取り扱いを開始しております。また、本日付「当社第 5 回新株予約権の行使結

果（確定）に関するお知らせ」にて公表のとおり、先端医療機器輸入販売事業に充当する資金が確保で

きました。今後は、従来の医療機器製造販売事業の戦略商品である当社子会社（株式会社メディエート）

が製造販売するホルムアルデヒド低温ガス滅菌器に加え、先端医療機器の輸入販売を行っていくことで

医療機器製造販売事業の拡大を図ってまいります。 

 先端医療機器の輸入販売には、日本における専属販売権の取得や輸入経路の確保が必要となりますが、

これまでに培ったメディエート社の営業網や医療関係者との交流を活用して営業活動を図っております。 

当社はすでに、ドイツの Mivenion 社が開発したリュウマチ診断装置 Xiralite とスペインの ONCOVISION

社が製造する乳がん診断装置 Mammi Breast PET の日本での専属販売権を取得しておりますが、専属販売

権を取得していない機器についても、医療機関や医師の要望を参考に営業活動を行ってまいります。 

 このたび、亀田第一病院、品川志匠会病院及び国家公務員共済組合連合会名城病院より、先端医療機

器輸入販売の第 1号として、フランス EOS 社製の全身用 3D デジタル X線システム「EOS-urtea low dose 

2D3D x-ray system」を受注いたしました。同機器は、直立した日常の姿勢のまま全身の画像を正面及び

側面から同時に撮影することが可能で、従来の機器に比べ被ばくが極端に少なくすむことが特徴です。 
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先端医療機器の輸入販売は、発注を受けてから必要数だけを輸入し、一定のマージンをのせて販売す

るため、安定的な利益確保を見込んでおります。 

 

２. 当該業務の概要 

（1）業務内容 

   専門医師や医療機関からの受注により、当該機器を輸入商社へ発注し、医療機関に販売します。 

    

（2）当該業務を担当する部門 

   当社医療事業部（新設） 

 

（3）当該業務の開始のために特別に支出する金額及び内容 

   先端医療機器（EOS）の輸入代金等  60 百万円 

   営業員採用等の人件費  2 百万円   

 

３. 今後の見通し 

今後は、医療機器製造販売事業の拡大を図るとともに、医療関連事業も視野に展開してまいります。 

なお、本件による当社の業績に与える影響は精査中ですが、今後の取組みの状況により開示すべき

事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以上 


